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V4(S)/V6(S)形 高圧真空遼断器

_電 圧 コイルユニ ッ ト交換 のお願い

拝啓 貴 社益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素は椿別のお引き立てを賜り有 り難く厚 くお礼申し上げます。

さて 、この反高圧真空遮断器シリーズに於けるV4(S)/V6(S)形 の一部機種 (1991年 2月

～ 1994年 9月 製造の電圧 トリップ方式)に おいて、電気的操作で トリップできない場合のあを

ことが判明致 しました。

詳紳 につきましては,別 紙に記載の通 りございますが、今後の予防保全の観点から、現在ご使序

頂いてお ります該当真空遊断器の電圧 トリップコイルユニ ットを変換させて頂きますよう、ご配虎

の程よろしくお願い申し上げます。

尚,弊 社高圧真空還断器シリーズに於ける譲当!最/非 該当品の区分は下記の通 りであります。
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V4(S)/V6(S)形 (1991年 1月 までの製造品) 非該当
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V4A(S)/v6A(S)形 (1993年 10月 から製造)

非該当他の

シ リーズ

VH形 真空送断器
VK形 真空遁断器
VQ形 真空邁断器
VP形 真空送断器
VY形 真空送断器

敏具

クと

大変 ご迷惑をお掛け致しますがょろしくお願い申し上げます 。



について

【1】 不 適 合 内 容

弊社V4(S)/V6(S)形 真空速断器の電圧 トリップ方式において、 トリップ

不通合の可能性のあることが判明しました。これは、定期点検時に遷断器を電気的に

開路操作したところ、トリップ出来なかったという事象です。

(送断器本体のレパーによる手動操作では支障ありません。)

【2】  対 象 真 空 遮 断 器 概 要

対象は、V4(S)/V6(S)形 マルチシリー
本の真空遼断器で、電圧 トリップ

方式のものです。

(1)定   格 :定格電圧 7.2/3.6kV、 定 格電流 400A,600A、 定 格遺断電流 8kA,12.5kA

(2)製 造期間 :1991年 2月～1994年 9月

(3)形   式 :以下に該当形式を示します。

V4(S)一 □一一十一-7.2/3.6kV 400A 8kA

V6(S)一 □一十一-7.2/3.6kV 600A 12.5kA

【3】 原 因

不適合事象が、手動操作ハン ドルによる操作は可能ですが電気的な開路操作は不可能

とい う事から、トリップコィルユニットに不適合要因があると考え、調査をしました。

その結果、トリップシャフ ト係合部の面取 り加工がなく、遼断器の開閉操作によリト

リップシャフトにパ ソが発生し、キャッチ との係合部の摩擦力が増加して電気的操作で

はキャッチが外れず、トリップ不能になった事が判明しました。

〔不適合発生プロセス〕
トツフアシャフト

シャフト係合部 に

面取 り加工が

無い

トツソプキヤツチ

最低動作電圧

上 昇

(不安定)
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【4】  茉 寸多蔑 がと てが 夕と 置
・

不通合発生の原因は トリップシャフ ト係合部の面取 り加工の無い物が混入したためと

, 判 明しました。

対策 としては、この混入の可能性のある製造期間の真空返断器を対象 とし、 トリップ

シヤフ トに面取り加工のあることを確認 した電圧 トリップコイルユニットと交換 させて

嘉きます。

尚、現地で交換に要す時間は lH/台 程度で、VCBの 停電 (使用回路の停電)が 必

要になります。

【5】 対 象 品 以 外 の 機 種 に つ い て

他機種 (モデルチェンジ形V4A(S)/V6A(S)、 VH形 、

VY形 )に ついては、下図に示す様に構造が異なりますので、

性はありません。

VK形 、VQ形 、VP形 、

同一不適合の発生する可能
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